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中野駅周辺整備・西武新宿線沿線まちづくり調査特別委員会資料

まちづくり推進部まちづくり計画課

まちづくり推進部まちづくり事業課

新井薬師前駅周辺のまちづくり及び西武新宿線鉄道上部空間について

１ 駅周辺まちづくりについて

（１）駅南側街区

令和 2年に地権者が主体となって設立された「新井薬師前駅地区再開発協議会」が市

街地再開発事業（組合施行）の検討を進めている。現在は個別ヒアリング等を行い、合意

形成(※)に努めており、令和 5年度中の準備組合設立、事業協力者選定を目指している。

区は引き続き当会の活動を支援していく。

(※)現在の協議会加入率約 74％

（２）駅北側街区

駅北側街区では、連続立体交差事業にあわせて鉄道敷地が北側へ移ること、踏切除却

で駅南北が一体化されることにより、駅周辺の環境が変わってくる。そのため、駅前の

まちなみの形成や商店街のにぎわい創出、住環境の向上などに向けて、地域住民との協

働によるまちづくりを推進していく。

・令和 4年度の取組

町会、商店街の代表者等と検討組織会員の公募などまちづくりに向けた準備

・令和 5年度以降の取組

区域内の住民（町会、商店街、各団体、公募区民等）とまちづくり検討組織の設立、

まちづくりの検討 等

駅南側街区

駅北側街区



２ 上高田一・二丁目及び三丁目周辺地区防災まちづくりについて

（１）上高田一・二丁目及び三丁目周辺地区防災まちづくりの会の活動について

木造住宅密集地域である上高田一・二丁目及び三丁目地区の防災性と住環境の向上に

向けて、地域住民が区とともに具体的なまちづくりルール等の検討を行うことを目的と

して平成 30 年 1 月に設立された。

・これまでの活動

委員：18 名

主な活動内容：会合開催 37 回（令和 4年 12 月末現在）

まちづくりニュース発行 16 回、アンケート調査、視察会開催

平成 31 年 3 月防災まちづくり提案書（補助 220 号沿道編）作成

令和 4年 7月防災まちづくり提案書（地区全域編）作成

地域報告会 2回開催

（２）今後の取組

防災まちづくり提案書を踏まえ、地区計画の策定に向けた取り組みを行う。策定時期

は補助第２２０号線Ⅱ期区間の事業化に合わせて検討していく。

３ 関連都市計画事業について

（１）中野区画街路第３号線街路事業

中野区画街路第３号線（交通広場）については、整備に向けて用地取得交渉などを行

っている。先般、西武新宿線連続立体交差事業の事業期間延伸や、中野区無電柱化推進

計画（令和元年度策定）を考慮した整備が必要な状況を踏まえ、期間延伸について東京

都へ事業認可の変更手続きを行った。

（ア）事業名称

東京都市計画道路事業区画街路中野区画街路第３号線 交通広場約 3,700 ㎡



（イ）変更認可申請日

令和 5年 1月 13 日（変更認可想定時期：3月下旬頃）

（ウ）事業期間

（変更前）平成 29 年 2 月 13 日から令和 5年 3月 31 日まで

（変更後）平成 29 年 2 月 13 日から令和 12 年 3 月 31 日まで

（エ）変更理由

西武新宿線（中井駅～野方駅間）連続立体交差事業の事業期間が令和 9年 3月 31 日

までの予定であることや、中野区無電柱化推進計画（令和元年度策定）を当該事業に反

映する必要があること、また、交通広場の整備は鉄道の地下化完了後になる見込みで

あることから、工事期間を考慮し令和 12 年 3 月 31 日までを事業期間として延伸する。

（オ）周知方法

区報掲載（令和 5年 4月 5日号への掲載を予定）

区ホームページ掲載（令和 5年 3月下旬）

町会等へのお知らせ 等

（カ）用地取得状況

進捗率（令和 4年 12 月 31 日時点）

画地ベース 46％（6/13）

面積ベース 16％（既取得面積 434.63 ㎡/要取得面積 2,674.82 ㎡）

※②薬師駅前協同ビル（区分所有建物）の取得状況

土地 約 40％ 22 筆のうち 9筆取得済(既取得面積約 235 ㎡/要取得面積約 581 ㎡)

部屋 約 65％ 67 部屋のうち 44 部屋取得済

借家人 約 78％ 47 件のうち 37 件契約済

（２）西武新宿線(中井駅～野方駅間)連続立体交差事業

西武新宿線(中井駅～野方駅間)連続立体交差事業については、東京都（事業主体）と

西武鉄道株式会社、中野区が連携し、踏切除却による交通渋滞解消などを目的に進めら

れている。
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（ア）事業名称：東京都市計画都市高速鉄道事業西武鉄道新宿線

（イ）延 長：約 2.4km

（ウ）施行期間：平成 25 年 4 月 1 日～令和 9年 3月 31 日

（エ）施 行 者：東京都

（オ）進捗状況

①用地取得状況

取得約 9割

②主な工事状況

・新井薬師前駅部：駅部掘削工

・沼袋駅部：駅部掘削に向けた土留壁設置工、変電所工事（既存変電所の移設）

・取付部：U型擁壁､箱型トンネル構築に向けた鉄道受け桁(工事桁)設置工､掘削工

・その他：妙正寺川横断部 シールドトンネル工事に向けた準備工

（カ）今後の予定

引き続き用地取得及び駅部等の仮設工事を実施していく。その後、シールド工事、

駅舎構築等の工事を行う予定。（シールド工事：中井方から掘進予定）

４ 西武新宿線鉄道上部空間について

（１）鉄道上部空間活用・整備にあたっての区の考え方

鉄道上部空間については、地域の特性を生かしたまちづくりに寄与する活用を求めら

れており、鉄道事業用地であることから、東京都や鉄道事業者などの関係者と調整を図

りながら検討を進めていく必要がある。

検討にあたっては、行政が利用する公共利用分のほか、鉄道事業者の利用分について

も、株式会社の事業用資産であることを踏まえながら、地域貢献や地域環境との調和を

求めていく。また、駅周辺で創出される鉄道上部空間については、各駅のまちづくり整

備方針と連携した、まちの賑わいに資する土地利用の誘導を図っていく。

（２）検討の進捗状況

現在、鉄道上部空間の活用を決定していくために必要な東京都・西武鉄道株式会社・

区の 3者による会議体の設置に向けた調整を進めている。引き続き、会議体設置に向け

て、調整を進めていく。

（３）スケジュール（予定）

令和 4年度～7年度 西武鉄道株式会社及び東京都と今後の検討の進め方や会議体

の設置に向けた調整・確認

鉄道上部空間活用の方向性の整理

説明会の開催等による区民等からの意見の聴取・調整

鉄道上部空間活用方針の策定

令和 8年度 鉄道上部空間活用計画の策定

連続立体交差事業（中井駅～野方駅間）完了予定



【主な工事状況】

●新井薬師前駅部

●沼袋駅部

【主な工事状況】

②掘削工（地上部） ③掘削工（地下部）①新井薬師前駅 全景

④沼袋駅 全景 ⑤土留壁設置工 ⑥変電所新築工

駅部全景写真

② ③

④

⑤
⑥

①

別 紙



●取付部（野方方） ●取付部（中井方）

●その他

⑧工事桁架設工(中井方)⑦一次掘削工(野方方)

⑨妙正寺川横断部(準備工)

⑦

⑧
⑨

⑩

⑩妙正寺川横断部(準備工)


